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現代の翻訳業界で働く人たちは、どのようにテクノロジーとつきあい、どんな成果を得て、

問題が起こればどのように解決しているのか。英ポーツマス大学と関西大学が 2018年夏、

フォーカスグループ（グループインタビュー）による業界調査を行った。 

 

翻訳会社 19社から 22人の翻訳コーディネーター・プロジェクトマネジャーが４つのグルー

プに分かれて参加。以下５つの分野でのテクノロジー導入について話し合ってもらった。 

 

1. CAT ツール 2. 機械翻訳 3. 翻訳者教育・PM教育 

4. クラウドソーシング翻訳サービス 5. コミュニケーション手段 

本発表では、この調査結果のなかから、機械翻訳に関する部分に光を当て、現状における課

題３点について報告する。 

 

１．翻訳者による人手翻訳内での機械翻訳使用について 

２．翻訳メモリーデータ管理における課題（MTトレーニング用リソースとして） 

３．誰にポストエディットの仕事を頼むか 

 

本発表のスライドは、以下からダウンロード可能。 
https://translation.apple-eye.com/aamt_2019/1119.pdf 

 

尚、本発表では各課題についてサマリーのみ報告する。詳しい内容は以下を参照されたい。 

 

翻訳業界におけるテクノロジー使用の現状：現場の声から  

フォーカスグループ報告書 

フルレポート（調査結果・まとめ・提言  全 38ページ 

内容 CATツール・MT・トレーニング・クラウドソーシング・コミュニケーションツー

ル） 
https://translation.apple-eye.com/ 

 

特集 

AI時代の産業翻訳 現場最前線の本音 覆面座談会 

JTFジャーナル No 304 (2019年 11‐12月号)  

上記フルレポートにもとづくフィクション座談会仕立てのダイジェスト版レポート。 

（閲覧には無料ログインが必要） 
https://journal.jtf.jp/ 

 

オンライン読者アンケート 

上記レポート・記事を読んで、どう思いましたか。さらに知りたいトピックは何です

か。今後の調査研究の参考にさせていただきます。ぜひご協力ください。（所要時間 5

～10分） 
http://bit.ly/2lns5Gg 
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